
 
 
 

 

                        

                        

ベ
ニ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
（
高
楽
寺
） 

天
に
翼
を
広
げ
て
舞
う
よ
う
な
枝

振
り
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
で
あ
る
。 

優
美
で
、
幽
玄
な
そ
の
姿
か
ら
、「
桜

姫
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

お
彼
岸
の
頃
い
ち
早
く
花
が
咲
き
、 

枝
が
垂
れ
下
が
る
と
こ
ろ
か
ら
、
別

名
を
「
糸
桜
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

多
く
の
愛
好
者
で
賑
わ
う
。 

国
の
天
然
記
念
物
の
福
島
県
三
春

町
の
「
三
春
滝
桜
」
、
秋
田
県
角
館

の
滝
桜
に
劣
ら
ぬ
名
桜
と
い
え
る
。 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
北
口
か
ら
出
発
し
、
初
沢

城
跡
周
辺
を
ぐ
る
り
と
巡
り
、
京
王
線
高

尾
駅
南
口
ま
で
の
お
よ
そ
五
㎞
の
行
程
。 

 

高
尾
駅
を
出
て
初
沢
踏
切
を
南
へ
渡
る

と
右
角
に
お
も
り
地
蔵
、
そ
こ
を
左
側
に

行
く
と
、
北
向
き
観
音
を
安
置
し
て
い
る

大
光
寺
。
初
沢
川
沿
い
に
歩
き
、
高
乗
寺

総
門
跡
の
総
門
地
蔵
へ
。
右
の
山
を
登
る

と
浅
川
金
刀
比
羅
大
神
社
。
更
に
川
沿
い

に
行
く
と
、
ま
む
し
地
蔵
。
日
本
軍
が
掘

っ
た
地
下
壕
入
口
、
そ
し
て
高
乗
寺
に
着

く
。
南
斜
面
に
は
山
王
神
社
が
あ
る
。
初

沢
川
の
初
音
橋
を
渡
り
、
団
地
の
中
を
過

ぎ
る
と
東
京
都
指
定
の
山
城
、
鎌
倉
時
代

ま
で
遡
る
初
沢
城
跡
山
頂
本
曲
輪
に
到
着

す
る
。
城
跡
内
の
北
路
を
下
る
と
、
菅
原

道
真
公
銅
像
と
、
み
こ
ろ
も
霊
堂
に
着
く
。

更
に
真
福
寺
川
を
上
流
へ
と
歩
く
と
、
子

守
地
蔵
の
真
福
寺
。
高
尾
駅
へ
と
戻
る
途

中
に
、
七
地
蔵
が
あ
り
、
枝
垂
れ
桜
、
洞

窟
観
音
の
高
楽
寺
。
そ
し
て
北
条
氏
照
勧

請
の
御
獄
神
社
を
参
拝
。高
尾
駅
で
解
散
。 

●
初
沢
の
地
名
考 

 

Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
の
す
ぐ
西
に
初
沢
町
が
あ

る
。
沢
の
名
か
ら
取
っ
た
町
名
だ
が
、
こ

の
ハ
ツ
も
「
墓
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ

る
。
果
つ
る
所
が
ハ
ツ
で
、
初
は
当
て
字

で
あ
る
。 

 

か
つ
て
墓
所
で
あ
っ
た
が
故
に
、
寺
が

建
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。こ
こ
に
は
、

名
刹
と
い
わ
れ
る
高
乗
寺
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
「
花

沢
」
と
あ
り
、
武
蔵
図
絵
に
は
「
華
沢
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
ハ
ナ
も
、

鳳
仙
花
の
花
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

  

①
高
尾
駅 

 

Ｊ
Ｒ
中
央
線
、
旧
浅
川
駅
。
明
治
三
十

一
年
（
一
八
九
八
）
六
月
八
王
子
駅
か
ら

大
光
寺
前
駅
（
高
尾
駅
）
間
の
試
運
転
を

実
施
し
た
後
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○

一
）
八
月
一
日
浅
川
駅
と
し
て
開
設
。
現

在
の
駅
舎
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

に
新
宿
御
苑
に
作
ら
れ
た
大
正
天
皇
の
大

葬
用
仮
停
車
場
を
移
築
し
た
も
の
で
、
全

国
的
に
も
珍
し
い
木
造
駅
舎
で
あ
る
。 

 

明
治
時
代
の
中
央
線
は
甲
武
鉄
道
と
呼

ば
れ
、
大
正
時
代
は
省
線
電
車
と
呼
ば
れ

た
。
戦
後
は
日
本
国
有
鉄
道
の
設
置
に
よ

り
、
国
鉄
・
国
電
の
時
代
と
な
る
。
昭
和

三
十
六
年
三
月
二
十
日
高
尾
駅
と
改
称
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八

六
）
四
月
一
日
に
民
営
化
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
鉄
道
の
経
営
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に

高
尾
駅
一
番
線
ホ
ー
ム
の
東
側
跨
線
橋
登

り
口
付
近
の
鉄
柱
に
は
、
米
軍
に
よ
る
銃

弾
の
あ
と
が
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
。

更
に
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月

五
日
、
高
尾
駅
（
旧
浅
川
駅
）
よ
り
少
し

下
っ
た
、
湯
ノ
花
（
旧
猪
の
鼻
）
ト
ン
ネ

ル
付
近
で
米
艦
載
機
が
満
員
状
態
の
列
車

に
対
し
て
執
拗
な
機
銃
掃
射
が
あ
っ
た
。

戦
時
中
鉄
道
史
の
中
で
、
最
も
犠
牲
の
大

き
い
事
件
と
な
っ
た
。 
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JR 高尾駅北口 関東の駅百選認定の札 

JR 高尾駅一番線ホームに残る銃弾の跡 
（ 柱番号 31 と柱番号 33 にある） 

改築前の浅川駅（大正末） 
八王子市郷土資料館提供 
 

戦時中の浅川駅前 
現在の高尾駅北口 

駅前の市街地 
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②
こ
も
り
地
蔵
（
辻
地
蔵
） 

 

高
尾
駅
西
側
初
沢
踏
切
の
南
脇
に
三
体

の
地
蔵
様
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地

蔵
様
は
昔
か
ら
、
こ
も
り
地
蔵
ま
た
は
辻

地
蔵
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
三
体
の
地
蔵

様
の
台
座
に
は
、
右
側 

左
大
山
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
初
沢
道 

 
 
 
 
 
 
 

中
央 

念
佛
供
養 

 
 
 
 
 
 
 

左
側 

寛
保
二
壬
戌
稔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
月□

日 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

旅
人
が
道
に
迷
わ
ぬ
よ
う
に
道
案
内
の

役
目
を
し
た
り
、
願
い
事
を
叶
え
て
貰
う

た
め
の
地
蔵
で
あ
り
、
地
蔵
が
子
供
の
こ

も
り
を
し
た
と
い
う
伝
説
も
残
っ
て
い
る
。 

        

              
  

        

          

③
正
名
山
地
蔵
院

大
光
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 

初
沢
町
一
三
五
二 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派
系
単
立 

本
尊 

喜
多
向
阿
弥
陀
如
来
座
像 

寺
宝 

阿
弥
陀
如
来 

 
 

大
般
若
経
六
百
巻 

大
曼
荼
羅
図(

金
剛
界
、
胎
蔵
界) 

開
基 

源
恵
上
人 

 
 
 

高
尾
山
薬
王
院
第
九
世 

開
創 

元
和
元
年
（
一
六
一
五
） 

初
沢
踏
切
の
近
く
に
正
名
山
地
蔵
院
大

光
寺
が
あ
る
。
こ
こ
は
多
摩
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
第
七
十
番
札
所
で
あ
る
。
中
興

こもり地蔵（辻地蔵） 

こもり地蔵（辻地蔵） 

こもり地蔵台座右側 
（辻地蔵） 

初沢の辻地蔵 
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開
山
広
雄
上
人
よ
り
今
日
ま
で
十
五
世
を

数
え
る
。 

古
文
書
（
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
四

月
中
興
第
六
世
憲
善
上
人
の
記
述
）
に
よ

れ
ば
、
本
堂
は
九
十
一
畳
の
広
さ
を
持
っ

て
い
た
。
境
内
は
、
杉
・
さ
わ
ら
な
ど
の

樹
木
五
・
六
千
本
余
を
有
し
、
備
蓄
金
百

三
十
両
余
と
あ
る
。往
事
の
隆
盛
期
に
は
、

九
通
の
御
朱
印
と
御
朱
印
地
を
賜
っ
て
い

た
。
明
治
十
年
頃
、
関
東
綱
五
郎
（
本
名

鈴
木
綱
五
郎
）
に
よ
り
庫
裏
を
寄
進
さ
れ

て
い
る
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
本

堂
と
庫
裏
が
焼
失
。 

明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
十
月
十

四
日
、
高
尾
山
薬
王
院
第
九
世
源
恵
上
人

の
創
建
に
よ
る
高
尾
山
薬
師
堂
を
移
築
し
、

当
時
金
百
円
を
納
入
、
本
堂
を
再
興
し
た

事
が
「
石
川
日
記
」
に
書
か
れ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
年
月
を
経
て
老
朽
化
が
甚
だ
し

い
た
め
、昭
和
五
十
年
新
造
再
建
さ
れ
た
。

ま
た
、
斎
場
を
兼
ね
た
檀
信
徒
会
館
を
平

成
十
一
年
十
二
月
に
落
慶
し
、
現
在
に
至

る
。 

 

                       

●
関
東
綱
五
郎
墓
之
跡
碑 

 

綱
五
郎
が
生
ま
れ
た
高
尾
町
落
合
の
小

高
い
斜
面
の
墓
地
に
、
御
影
石
で
作
ら
れ

た
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
正
面
に

は
関
東
綱
五
郎
墓
之
跡
と
あ
り
、
裏
に
は

次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

「
鈴
木
綱
五
郎
（
綱
之
助
）
は
鈴
木
家
の

六
代
目
に
当
り
祖
先
は
甲
州
武
田
家
滅
亡

に
よ
り
旧
浅
川
村
落
合
に
移
住
す
。
文
政

五
年
（
一
八
二
二
）
に
生
ま
れ
青
年
期
は

幕
末
に
当
た
り
世
は
騒
然
と
し
狭
い
浅
川

に
座
す
る
事
が
出
来
ず
、
家
を
出
て
関
東

綱
五
郎
と
名
乗
り
侠
客
の
仲
間
に
入
り
遂

に
清
水
次
郎
長
の
門
を
叩
き
そ
の
客
分
と

な
り
、
世
に
名
を
挙
げ
初
老
期
に
帰
郷
し

て
村
民
の
面
倒
を
見
る
。
当
時
の
住
居
約

四
十
五
坪
総
欅
作
り
の
家
屋
を
明
治
十
年

頃
菩
提
寺
の
大
光
寺
庫
裏
に
納
め
隠
居
し

明
治
十
九
年
十
一
月
一
日
（
一
八
八
六
）

歿
す
。
墓
は
昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
七

日
大
光
寺
構
内
に
移
転
す
。 

 

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
三
日 

 

実
孫 

故 

持
田
ツ
ネ 

 
 

大 光 寺 北向き阿弥陀如来坐像 
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八
代
目
嗣
子 

医
博 

鈴
木
幸
雄 

実
孫
の
夫  

医
博 

持
田
治
郎
建
之
」 

ま
た
、
別
の
資
料
に
は
、
侠
客
、
本
名
鈴

木
綱
五
郎
。
上
椚
田
村
（
現
在
高
尾
町
落

合
）
千
人
同
心
鈴
木
惣
七
の
子
と
し
て
生

ま
れ
る
。
成
人
し
上
州
館
林
（
現
在
の
群

馬
県
）
へ
、
の
ち
山
本
長
五
郎
（
通
称
、

清
水
の
次
郎
長
）
の
客
分
と
な
る
。 

荒
神
山
で
、
博
打
が
元
で
起
き
た
喧
嘩

に
大
政
、
小
政
ら
と
乗
り
込
む
。
明
治
十

九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
。
の
ち
京
都
で

火
薬
商
を
営
み
そ
の
後
生
家
に
帰
る
。
六

十
三
才
で
没
す
。
初
沢
町
大
光
寺
に
墓
が

あ
る
。 

          

                       

●
惣
門
の
地
蔵
様 

 

浅
川
中
学
校
下
の
北
側
に
初
沢
川
が
流

れ
て
い
る
。
そ
の
角
に
、
座
っ
た
地
蔵
様

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
土
地
の
人
は
、
こ

の
地
蔵
様
を
惣
門
地
蔵
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
の
近
く
に
は
、
曹
洞
宗
龍
雲
山
高
乗
寺

總
門
跡
と
刻
ま
れ
た
大
き
な
石
塔
が
建
っ

て
い
る
。
高
乗
寺
絵
図
を
見
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、
大
き
な
門
が
描
か
れ
て
い
る
。

今
で
は
門
跡
が
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の

付
近
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
地
蔵
様
は
、 

「
寺
は
奥
の
奥
だ
よ
」
と
交
通
安
全
を
兼

ね
た
道
案
内
を
し
て
い
る
様
に
も
見
え
る
。 

          

関東綱五郎の墓 

関東綱五郎（本名：鈴木綱五郎） 

惣門の地蔵様 

侠客関東綱五郎住宅跡 
 

関東綱五郎墓之跡 
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●
浅
川
金
刀
比
羅
宮 

 

高
乗
寺
總
門
跡
か
ら
高
乗
寺
へ
向
か
う

右
側
に
、
金
比
羅
大
神
社
へ
続
く
急
坂
が

あ
る
。
高
さ
二
百
五
十
六
ｍ
の
山
で
、
山

頂
に
社
が
あ
る
。
創
建
は
不
詳
。
日
本
で

は
金
刀
比
羅
宮
の
信
仰
に
基
づ
き
、
漁
師

と
海
上
交
通
安
全
の
守
護
神
と
さ
れ
て
い

る
。 

 

                        

④
ま
む
し
地
蔵 

 

惣
門
地
蔵
か
ら
途
中
旧
道
の
道
を
暫
く

行
く
と
、
龍
雲
橋
の
袂
に
地
蔵
座
像
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。
通
称
ま
む
し
地
蔵
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
昔
の
寺
の
境
内
は
、
鬱
蒼

と
し
た
所
が
多
く
、
村
の
人
が
マ
ム
シ
に

噛
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。 

特
に
山
仕
事
に
入
る
と
き
は
地
蔵
に
参
詣

し
、
マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
な
い
様
に
祈
っ
た

と
い
う
。 

高
乗
寺
由
来
記
に
は
、「
爾
来
当
山
に
入

る
者
一
塊
の
石
を
積
み
て
、
ま
む
し
の
害

を
免
れ
る
を
願
い
し
と
謂
う
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
今
で
も
、
地
蔵
に
は
水
と
花
が

絶
え
な
い
。 

        

高乗寺絵図 

浅川の金刀比羅宮 浅川の金刀比羅宮の内部 

まむし地蔵全景 
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⑤
浅
川
地
下
壕 初

沢
町
・
西
浅
川
町 

 
 

浅
川
以
下
壕
は
当
初
、
軍
事
施
設
を
隠

す
目
的
で
作
ら
れ
た
。
第
二
次
大
戦
末
期
、

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
、
日
本

軍
が
絶
対
ま
も
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
た
サ
イ
パ
ン
島
に
ア
メ
リ
カ
軍
が

上
陸
。
七
月
に
日
本
の
守
備
隊
が
全
滅
。

こ
こ
を
基
地
と
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
の
Ｂ

29
爆
撃
機
の
日
本
本
土
へ
の
空
襲
が
可

能
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
軍
部
指
導
者

は
、
ア
メ
リ
カ
軍
を
本
土
で
迎
え
撃
つ
と

い
う
「
本
土
決
戦
」
と
い
う
無
謀
な
方
針

を
立
て
る
。
そ
の
た
め
に
全
国
各
地
に
地

下
壕
を
掘
り
軍
事
施
設
を
隠
す
計
画
を
立

て
た
。
浅
川
地
下
壕
も
、
こ
の
計
画
の
一

つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
初
め
は
陸
軍
東

部
軍
の
地
下
倉
庫
と
し
て
土
地
が
強
制
的

に
買
収
さ
れ
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

九
月
に
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。 

 

●
イ
地
区
の
地
下
工
場
跡 

 

イ
地
区
は
、
優
れ
た
ト
ン
ネ
ル
掘
削
技

術
に
よ
り
昼
夜
三
交
代
の
突
貫
工
事
で
進

め
ら
れ
、
わ
ず
か
六
ヶ
月
で
幅
四
ｍ
高
さ

三
ｍ
、
総
延
長
四
・
二
㎞
を
完
成
さ
せ
た
。 

一
方
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十

一
月
か
ら
Ｂ
29
に
よ
る
本
土
空
襲
が
本

格
化
し
た
。
十
一
月
二
十
四
日
に
は
、
武

蔵
野
市
に
あ
っ
た
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作

所
が
大
規
模
な
空
襲
を
受
け
た
。 

中
島
飛
行
機
は
航
空
機
の
エ
ン
ジ
ン
工

場
と
し
て
は
日
本
最
大
規
模
で
、
戦
時
中

は
全
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
二
十
七
％
を
生

産
し
て
い
た
。
こ
の
工
場
の
疎
開
先
と
し

て
浅
川
地
下
壕
が
選
ば
れ
た
。
六
月
か
ら

生
産
が
開
始
さ
れ
た
が
、
八
月
ま
で
の
二

ヶ
月
で
わ
ず
か
十
台
の
エ
ン
ジ
ン
が
生
産

さ
れ
終
戦
を
迎
え
た
。 

 

●
ロ
・
ハ
地
区
（
第
二
期
工
事
） 

 

イ
地
区
完
成
後
す
ぐ
第
二
期
工
事
と
し

て
、
ロ
・
ハ
地
区
が
掘
ら
れ
た
。
し
か
し
、

完
成
し
な
い
う
ち
に
終
戦
を
迎
え
工
事
は

中
断
。
特
に
ハ
地
区
は
、
坑
道
も
直
線
に

も
な
っ
て
い
な
い
所
が
多
く
あ
る
。 

 

●
地
下
壕
を
掘
っ
た
人
々 

 

地
下
壕
は
、
岩
盤
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開

け
そ
こ
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
仕
掛
け
爆
発

さ
せ
て
崩
し
、
土
砂
を
外
に
運
び
出
し
て

さ
ら
に
掘
り
進
む
と
い
う
方
法
で
掘
ら
れ

た
。
こ
の
過
酷
な
労
働
を
担
っ
た
の
が
日

本
人
や
朝
鮮
人
の
親
方
に
引
き
連
れ
ら
れ

て
き
た
朝
鮮
人
労
働
者
だ
っ
た
。
そ
の
数

に
つ
い
て
斎
藤
勉
氏
は
、
そ
の
著
「
地
下

秘
密
工
場
」で
一
千
百
人
と
推
定
し
て
い
る
。 

 

まむし地蔵 
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明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
以
降
、

日
本
は
朝
鮮
半
島
を
植
民
地
と
し
土
地
を

奪
い
、
日
本
語
を
強
制
し
、
名
前
を
日
本

風
に
改
め
さ
せ
る
な
ど
同
化
政
策
を
推
し

進
め
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
仕
事
を
求
め

て
沢
山
の
人
々
が
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
に

渡
っ
て
来
て
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
る
。 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
中
国
と
の

戦
争
開
始
に
よ
り
日
本
国
内
の
労
働
力
が

不
足
し
て
く
る
。
日
本
国
内
で
の
ダ
ム
工

事
、
鉱
山
な
ど
の
労
働
力
を
確
保
す
る
た

め
に
、
日
本
政
府
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
強

制
連
行
を
始
め
る
。
朝
鮮
半
島
か
ら
の
人

達
の
数
が
、
さ
ら
に
増
え
る
結
果
と
な
っ

た
。 

 

●
終
戦
後
の 朝

鮮
人
労
働
者 

 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五

日
、
日
本
が
敗
戦
を
迎
え
る
と
直
ち
に
地

下
壕
工
事
は
中
止
さ
れ
た
。
こ
こ
で
働
い

て
い
た
多
く
の
朝
鮮
人
労
働
者
は
す
ぐ
に

帰
国
の
準
備
を
始
め
、
当
時
の
浅
川
駅
か

ら
列
車
に
乗
り
込
ん
で
、
そ
の
年
の
暮
れ

に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
達
が
地
下
壕
を
去
っ

て
行
っ
た
。
な
か
に
は
住
み
着
い
た
人
達

も
い
る
。 

 

●
戦
後
の
地
下
壕 

 

敗
戦
後
す
ぐ
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
壕
内
に

入
り
使
用
さ
れ
て
い
た
地
下
工
場
の
機

械
・
設
備
は
接
収
さ
れ
持
ち
出
さ
れ
た
。

壕
内
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
大
量
の
土
砂
は
、

民
間
に
よ
っ
て
都
内
の
道
路
建
設
の
た
め

に
運
ば
れ
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
。 

そ
の
後
、
イ
地
区
北
半
分
は
民
間
の
土

地
と
な
り
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）

に
は
、
一
時
期
「
陸
軍
参
謀
本
部
跡
」
と

銘
打
っ
て
有
料
で
公
開
さ
れ
た
。し
か
し
、

安
全
性
に
問
題
あ
り
と
し
て
八
王
子
市
よ

り
中
止
の
要
請
が
あ
り
公
開
を
中
止
し
た
。 

そ
の
後
、
壕
内
が
年
間
を
通
じ
て
十
度
前

後
の
温
度
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
マ

ッ
シ
ュ
ル─

ム
の
栽
培
や
ワ
イ
ン
の
貯
蔵

庫
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
た
。 

●
地
下
壕
調
査
の
開
始 

 

そ
の
後
、
地
下
壕
の
本
格
的
な
調
査
が

始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九

八
○
）。
八
王
子
市
が
「
八
王
子
の
空
襲
と

戦
災
の
記
録
」（
昭
和
六
十
年
・
一
九
八
五

年
刊
）
の
編
纂
の
た
め
の
調
査
を
開
始
し

た
。 

 

当
時
、
都
立
高
校
教
諭
で
あ
っ
た
斎
藤

勉
氏
は
、
こ
の
調
査
に
関
わ
り
そ
の
成
果

を
平
成
二
年
（
一
九
九
○
）「
地
下
秘
密
工

場
」（
の
ん
ぶ
る
社
）
と
し
て
ま
と
め
た
。 

 

ロ
地
区
の
上
に
あ
る
団
地
で
陥
没
事
故

が
発
生
し
、
ま
た
私
立
高
校
の
移
転
問
題

な
ど
で
地
下
壕
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
文
化
庁
が
平
成
十
四
年
（
二

○
○
二
）
八
月
に
、
全
国
の
戦
争
遺
跡
の

中
か
ら
浅
川
地
下
壕
を
詳
細
調
査
の
対
象

と
す
る
と
発
表
し
た
。 
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地下壕にかかっている寒暖計 トロッコの枕木跡 

地下壕内部 

ダイナマイト搬出用に補強した鉄枠 

イ地区の北側の東西に伸びる 
2 本のトンネル 

昔、マシュルームの栽培をしていた
が、今は赤い鉄格子で塞がれている 
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⑥
龍
雲
山

高
乗
寺 

 
 

 

初
沢
町
一
四
二
五 

宗
派 

曹
洞
宗
通
幻
派 

 
 
 
 
 

群
馬
県
最
興
寺
末 

本
尊 

釈
迦
如
来 

寺
宝 

阿
弥
陀
如
来 

 
 
 
 
 

 

開
基 

片
倉
城
主
長
井
大
膳
太
夫
高
乗 

（
広
秀
） 

創
建 

臨
済
宗
山
田
広
園
寺 

開
山 

法
光
圓
融
禅
師
峻
翁
令
山
大
和
尚 

開
創 

応
永
元
年
（
一
三
九
四
） 

多
摩
八
大
寺
の
一
つ
。
こ
の
寺
は
、
荒
廃

し
た
状
態
が
続
き
、
長
禄
元
年
（
一
四
五

七
）
に
伽
藍
を
興
し
、
永
正
二
年
（
一
五

○
五
）
群
馬
県
甘
楽
郡
最
興
寺
の
通
庵
浩

達
大
和
尚
が
勧
請
し
、
曹
洞
宗
と
し
て
中

興
開
山
し
た
。 

 

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
の
高
乗
寺
絵

図
に
よ
れ
ば
、
山
門
・
本
堂
・
大
小
庫
裡
・

衆
寮
・
浄
頭
な
ど
全
て
回
廊
で
つ
な
ぎ
、

境
内
に
は
、
天
桂
院
・
日
陽
幹
な
ど
塔
中

七
院
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

寺
の
大
き
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

地下壕への引き込み線 
昭和 21 年 3 月末米軍撮影 
上部は浅川駅（現、高尾駅） 

浅川地下工場全体配置図 

八地区の地下壕入口 
( 京王高尾線の高尾と高尾山口間の線路脇 ) 

地下壕内部（一部が崩落しているヶ所） 
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永
禄
八
年
（
一
五
六
五
））
に
は
、
八
王

子
城
主
北
条
氏
照
か
ら
門
前
五
間
分
の
税

が
免
ぜ
ら
れ
、
続
い
て
天
正
十
九
年
（
一

五
九
一
）御
朱
印
十
石
を
拝
領
し
て
い
る
。 

 

江
戸
時
代
に
は
、
塔
中
七
院
末
寺
三
十

八
ヶ
寺
を
擁
す
る
大
寺
院
と
し
て
の
風
格

を
備
え
て
い
た
。 

現
在
の
本
堂
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八

八
三
）
愛
川
町
半
原
の
名
工
柳
川
左
仲
郎

が
改
修
し
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

地
元
高
尾
町
棟
梁
峰
尾
忠
三
に
よ
り
大
改

修
が
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
ご
ろ
観
音
堂
を

移
転
し
て
い
る
。
詩
人
、
劇
作
家
で
あ
る

寺
山
修
司
の
墓
が
あ
る
。 

 

●
鳳
仙
花
の
里 

 

初
沢
川
が
流
れ
る
高
乗
寺
周
辺
は
、
鳳

仙
花
の
里
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
昔
、

石
平
道
人
の
弟
子
で
大
元
道
人
と
い
う
僧

が
初
沢
の
奥
ま
っ
た
所
に
庵
を
建
て
住
ん

で
い
た
と
い
う
。
大
元
道
人
は
、
村
人
に

田
ん
ぼ
の
作
り
方
や
梅
の
栽
培
方
法
、
縄

の
綯
い
方
、
食
物
の
保
存
方
法
、
種
撒
き

刈
り
取
り
の
日
時
な
ど
農
耕
に
必
要
な
生

活
の
知
識
を
教
え
た
。 

特
に
、
マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
た
時
な
ど
、

ホ
ウ
セ
ン
カ
の
汁
で
作
っ
た
塗
り
薬
を
手

早
く
塗
り
、
毒
が
全
身
に
ま
わ
ら
な
い
よ

う
に
手
当
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
そ
し

て
、
大
元
庵
の
周
り
に
は
、
ホ
ウ
セ
ン
カ

の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
と
か
。
初
沢
を

昔
は
、は
な
沢
と
も
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。 

 

あ
る
時
、
令
山
上
人
が
高
乗
寺
を
開
か

れ
る
た
め
、
山
の
谷
間
を
歩
い
て
い
る
と
、

あ
た
り
一
面
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
所
が

あ
っ
た
。
上
人
は
こ
こ
を
霊
地
と
し
、
高

乗
寺
を
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。 

          

       
                

高 乗 寺 

梵 鐘 本 堂 
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●
十
八
代
官 

今
井
九
右
衛
門
の
墓 

 

高
乗
寺
本
堂
の
左
側
に
、
以
前
か
ら
の

古
い
墓
場
が
あ
る
。
そ
の
中
程
に
九
右
衛

門
の
墓
や
八
右
衛
門
、深
谷
忠
兵
衛
三
代
、

そ
れ
に
千
人
同
心
組
頭
窪
田
家
の
墓
な
ど

が
あ
る
。 

今
井
九
右
衛
門
は
元
武
田
氏
の
家
臣
、

の
ち
八
王
子
十
八
代
官
の
一
人
と
な
る
。

屋
敷
は
八
幡
宿
ま
た
は
、
八
日
市
宿
に
あ

っ
た
と
い
う
。家
紋
は
、
三
階
菱
で
あ
る
。 

 

関
東
十
八
代
官
（
八
王
子
代
官
）
は
、

始
め
大
久
保
石
見
守
長
安
を
総
代
官
と
す

る
十
八
家
の
世
襲
に
よ
る
役
職
で
あ
っ
た
。 

        

                       

●
長
安
と
小
宮
山
民
部 

 

小
宮
山
民
部
は
、
天
正
年
間
の
人
で
、

元
武
田
氏
の
家
臣
、
そ
の
後
長
安
の
配
下

と
し
て
佐
渡
金
山
の
目
代
を
し
て
い
た
と

い
う
。
慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）
十
月
四

日
。
小
門
宿
に
陣
屋
を
構
え
て
い
た
大
久

保
長
安
の
屋
敷
が
火
災
に
遭
っ
た
。
長
安

は
再
建
の
た
め
、
高
乗
寺
付
近
の
山
か
ら

木
を
切
り
出
す
要
請
を
し
た
。
民
部
は
そ

れ
に
携
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
年
の

十
二
月
に
長
安
の
使
者
が
、
寺
へ
謝
礼
の

品
を
持
っ
て
来
た
旨
の
記
載
が
要
請
文
沿

革
史
に
載
っ
て
い
る
こ
と
で
も
判
る
。 

 

ち
な
み
に
、
民
部
の
娘
ら
は
千
人
頭
で

あ
る
原
胤
従
や
河
野
通
玄
に
嫁
い
で
い
る
。 

●
松
の
木
伝
説 

初
沢
の
奥
ま
っ
た
所
に
機
織
松
と
い
う

松
の
木
伝
説
が
あ
る
。
尼
寺
の
尼
さ
ん
が
、

機
織
り
を
村
人
た
ち
に
教
え
広
め
た
と
い

う
。
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
も
百
済
か
ら

の
帰
化
人
が
こ
の
あ
た
り
に
住
み
、
綿
・

絹
糸
な
ど
か
ら
布
を
織
る
技
術
を
伝
え
た

今井九右衛門昌安と今井八郎右衛門忠昌の墓 

家紋 三階菱 
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
尼
寺
の
庭
に
は
、
一

本
の
松
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。 

今
で
は
、
伝
説
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。 

                    

⑦
初
沢
城
跡□

都 
 

八
王
子
市
の
西
部
、
高
尾
の
街
並
の
南

に
初
沢
城
跡
が
あ
る
。
初
沢
城
は
海
抜
二

百
九
十
四
ｍ
の
初
沢
山
に
あ
り
、
北
に
南

浅
川
、
西
に
初
沢
川
、
東
に
湯
殿
川
を
め

ぐ
ら
す
要
害
の
城
で
あ
っ
た
。 

 

鎌
倉
時
代
初
期
、
武
蔵
七
党
の
一
つ
横

山
党
の
椚
田
太
郎
重
兼
が
、
山
麓
に
館
を

構
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。横
山
党
一
族
は
、

和
田
義
盛
の
乱
（
健
保
元
年
・
一
二
一
三
）

に
連
座
し
て
滅
亡
。
鎌
倉
幕
府
の
重
臣
大

江
広
元
の
流
れ
を
く
む
長
井
氏
の
領
有
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
長
井
氏
は
、
湯
殿

川
下
流
域
の
片
倉
城
を
本
拠
と
し
た
。
応

永
元
年
（
一
三
九
四
）
長
井
広
秀
が
出
家

し
て
高
乗
と
称
し
、
初
沢
川
谷
奥
に
龍
雲

山
高
乗
寺
を
開
基
し
て
い
る
。
初
沢
城
の

城
郭
も
、こ
の
こ
ろ
整
え
ら
れ
た
ら
し
い
。 

 

山
内
上
杉
顕
定
と
扇
谷
上
杉
朝
良
が
争

っ
た
永
正
の
こ
ろ
（
一
五
○
四
～
二
一
）

の
城
主
長
井
広
道
は
、
扇
谷
方
に
属
し
た

た
め
に
、
同
元
年
、
越
後
（
新
潟
県
）
の

上
杉
房
能
勢
を
主
力
と
し
た
山
内
軍
に
攻

撃
を
受
け
て
落
城
。
広
道
も
最
期
を
遂
げ

た
。
関
東
騒
乱
の
時
代
、
初
沢
城
が
重
要

な
戦
略
拠
点
に
な
っ
て
い
た
の
が
う
か
が

え
る
。 

小
田
原
に
起
こ
っ
た
北
条
早
雲
が
、
永

正
七
年
（
一
五
一
○
）に
西
武
蔵
に
侵
入
。

攻
め
落
と
さ
れ
て
、
以
後
初
沢
城
は
小
田

詩人 寺山修司の墓 初 沢 川 

初 沢 山 
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原
北
条
氏
の
持
ち
城
と
な
り
、
北
条
氏
と

運
命
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
る
。 

初
沢
山
に
向
か
う
と
、
ま
ず
金
色
に
輝

く
み
こ
ろ
も
霊
園
の
壮
大
な
堂
宇
が
目
に

入
る
。
産
業
災
害
犠
牲
者
の
慰
霊
堂
で
あ

る
。
そ
の
右
手
の
高
台
に
、
高
尾
大
神
社

と
大
き
な
菅
原
道
真
の
銅
像
が
立
っ
て
い

る
。
こ
の
辺
り
に
、
城
主
椚
田
太
郎
が
住

ん
だ
館
が
あ
っ
た
と
い
う
。
北
に
、
廿
里

山
の
古
戦
場
が
見
渡
せ
る
。 

 

神
社
境
内
の
左
側
か
ら
細
く
急
峻
な
大

手
口
を
登
る
と
、
途
中
に
数
段
に
分
け
て

築
か
れ
た
出
郭
跡
が
あ
る
。
山
頂
の
本
丸

跡
は
、
広
さ
十
数
㎡
ほ
ど
で
土
塁
・
空
堀

跡
も
残
る
。
南
の
搦
手
口
は
紅
葉
台
団
地

と
し
て
開
発
さ
れ
、
本
郭
跡
直
下
ま
で
住

宅
群
が
迫
っ
て
い
る
。 

       

            

⑧
菅
原
道
真
公
銅
像 

 
御
衣
公
園
内
に
大
き
な
銅
像
が
立
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
学
問
や
書
の
神
様
と
崇

め
ら
れ
た
菅
原
道
真
公
の
銅
像
で
あ
る
。 

「
東
風
吹
か
ば 
匂
ひ
お
こ
せ
よ 

梅
の

花 

主
な
し
と
て 
春
な
忘
れ
そ
」 

 

文
人
で
あ
っ
た
道
真
公
は
、
今
か
ら
一

千
年
以
上
も
前
の
人
で
あ
る
。
宇
多
天
皇

に
重
用
さ
れ
、
清
廉
潔
白
な
政
治
家
と
し

て
活
躍
し
た
。
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
は
、

右
大
臣
に
ま
で
昇
進
し
た
が
、
藤
原
時
平

の
陰
謀
に
よ
り
失
脚
し
、
延
喜
元
年
（
九

○
一
）
九
州
の
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
遙
か
な
都
を
思
う
心
情
を
歌
っ

た
の
が
こ
の
歌
で
あ
る
。 

 

こ
の
銅
像
は
、
昭
和
七
年
上
野
で
開
催

さ
れ
た
「
万
博
こ
ど
も
婦
人
博
覧
会
」
に

公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
渡
辺

長
男
氏
。 

 

博
覧
会
後
、
銅
像
の
安
置
場
所
が
未
定

で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
多
摩
御
陵
が
八
王

子
の
横
山
の
地
に
決
ま
っ
た
事
な
ど
を
記

念
し
て
同
地
に
誘
致
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。 昭

和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
町
の
素
封

家
山
口
安
兵
衛
氏
か
ら
土
地
の
寄
贈
を
受

け
て
工
事
が
始
ま
っ
た
。
道
真
公
が
梅
の

花
を
好
ん
だ
こ
と
か
ら
、
付
近
に
は
梅
の

木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。 

      
初沢城跡山頂 

初沢城跡 

『月輝如晴雪梅花
似照星可憐金鏡転
庭上玉房香』（月岡
芳年『月百姿』）11
歳で漢詩を作った 
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⑨
御
衣
公
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

狭
間
町
一
九
九
二 

御
衣
公
園
の
「
み
こ
ろ
も
」
と
は
、
菅
原

道
真
公
が
詠
ん
だ
漢
詩
「
九
月
十
日
」
の

中
に
出
て
く
る
「
恩
寵
の
御
衣
い
ま
こ
こ

に
あ
り
」
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今

も
詩
吟
の
一
つ
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。 

 

学
問
の
神
様
と
し
て
の
尊
敬
か
ら
か
、

特
に
二
月
の
受
験
期
に
は
中
・
高
生
の
訪

れ
も
多
く
、
ま
た
家
族
連
れ
の
散
歩
コ
ー

ス
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。 

 

●
高
尾
み
こ
ろ
も
霊
堂 

 

高
尾
み
こ
ろ
も
霊
堂
は
、
労
働
災
害
で

殉
職
し
た
人
々
の
た
め
の
慰
霊
堂
兼
納
骨

堂
で
あ
る
。 

パ
ゴ
ダ
風
の
建
物
は
、
労
働
福
祉
事
業

団
が
労
働
者
と
協
議
の
上
、
労
働
災
害
保

険
法
施
行
二
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、

国
費
並
び
に
民
間
有
志
の
協
力
の
も
と
に

昭
和
四
十
七
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。 

堂
周
辺
は
自
然
環
境
の
中
に
あ
り
、
沢

の
水
を
塞
き
止
め
て
大
き
な
湧
水
池
に
な

っ
て
い
る
。
堂
内
に
は
、
有
名
画
家
の
絵

や
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
い
る
。 

 
        

⑩
水
沢
山

真
福
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

狭
間
町
一
九
二
五 

宗
派 

真
言
宗 

智
山
派 

本
尊 

胎
蔵
界
大
日
如
来 

薬
師
如
来 

寺
宝 

北
条
氏
照
の
虎
之
朱
印
が
記
さ
れ 

た
古
文
書 

開
創 

戦
国
時
代
後
期 

当
時
の
由
緒
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
戦

国
時
代
後
期
の
開
創
で
、
正
親
町
天
皇
の

御
代
、
法
印
長
慶
（
永
禄
八
年
・
一 

 
 
 
 
 
 

五
六
五
年
示
寂
）が
中
興
し
た
と
い
わ
れ
、

大
本
山
高
尾
山
薬
王
院
の
末
寺
で
あ
る
。

も
と
下
椚
田
村
の
山
王
社
、
原
宿
十
二
社

権
現
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
。 

 

本
尊
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
で
あ
り
、
山

王
権
現
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
関
係
で
、
本

地
仏
・
薬
師
如
来
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
本

堂
内
に
は
、
日
蓮
上
人
の
作
と
伝
え
ら
れ

る
大
黒
天
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
境

内
に
勧
請
さ
れ
た
地
蔵
尊
は
「
こ
も
り
地

蔵
」
と
呼
び
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
尊

像
は
幼
逝
の
供
養
と
共
に
、
現
在
の
子
供

 

みころも霊堂 

菅原道真公銅像 
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や
孫
が
、
健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う
に
と

の
願
い
を
託
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）

に
は
、
こ
の
近
く
に
居
を
構
え
て
い
た
時

の
代
官
、
設
楽
源
右
衛
門
の
祈
祷
寺
で
も

あ
っ
た
。 

                  

            
●
狭
間
の
七
地
蔵 

 

六
地
蔵
が
普
通
で
あ
り
、
七
地
蔵
は
珍

し
い
。
狭
間
の
真
福
寺
川
の
ほ
と
り
に
安

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
七
地
蔵
さ
ま
は
真

ん
中
に
坐
像
尊
が
あ
り
、
左
右
三
体
づ
つ

立
っ
て
い
る
。 

 

里
の
語
り
で
は
、
村
の
凶
難
を
払
い
、

祥
福
を
祈
念
し
た
と
い
う
。
ま
た
八
王
子

三
十
三
観
音
巡
り
の
折
、
こ
の
道
が
鎌
倉

往
還
で
も
あ
り
、
大
戸
の
観
音
さ
ま
へ
の

道
標
だ
っ
た
と
い
う
。
七
地
蔵
の
碑
に
は

「
お
お
と
く
わ
ん
み
ち
」と
刻
し
て
あ
る
。 

                      

真 福 寺 こもり地蔵 

地 蔵 尊 

狭間の地蔵 
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●
獨
峯
山

高
楽
寺 

 
 

狭
間
町
一
八
六
八 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派
智
積
院 

本
尊 

大
日
大
聖
不
動
明
王 

開
山 

高
尾
山
薬
王
院 

法
院
観
応
上
人 

創
建 

天
文
二
年
（
一
五
三
三
） 

 

高
楽
寺
は
、
現
在
地
よ
り
奥
の
山
に
あ

っ
た
も
の
を
移
転
し
た
。
伝
え
で
は
、
天

元
二
年
（
九
七
九
）
頃
と
さ
れ
る
。
当
時

は
、
武
士
集
団
の
横
山
党
が
こ
の
地
一
帯

を
牧
場
と
し
て
お
り
、
武
将
の
一
人
で
あ

る
椚
田
次
郎
広
重
が
椚
田
の
地
に
居
城
を

築
い
た
。 

峰
山
つ
づ
き
の

平
坦
な
土
地
を

峰
開
戸
と
言
い
、

そ
こ
に
椚
田
次

郎
の
手
で
御
堂

を
建
立
し
た
。

後
の
高
楽
寺
の

先
駆
で
あ
る
。 

  

●
ベ
ニ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ 

狭
間
町
・
高
楽
寺
境
内 

 

天
に
翼
を
広
げ
て
舞
う
よ
う
な
優
美
さ
、

幽
玄
さ
。
満
開
の
時
は
笠
を
か
ぶ
っ
た
お

姫
様
に
似
た
姿
か
ら
「
桜
姫
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
幹
の
周
り
四
ｍ
、
樹
の
高
さ
十

五
ｍ
、
枝
の
広
が
り
十
五
ｍ
、
樹
齢
約
二

百
年
。
以
前
境
内
に
は
三
本
の
桜
が
植
え

ら
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
今
残
る
の
は
こ

の
一
本
だ
け
で
あ
る
。
か
つ
て
枯
れ
か
け

た
時
も
あ
っ
た
が
、
中
野
区
野
方
の
空
師

飯
田
照
夫
・
清
隆
親
子
が
、
木
の
ウ
ロ
を

修
復
、
土
壌
改
良
を
行
い
蘇
ら
せ
た
。
今

も
花
見
の
見
物
客
で
賑
わ
う
。 

         

●
高
楽
寺
横
穴
石
仏
群 

高
楽
寺
の
裏
山
に
は
、
全
長
約
三
十
ｍ
、

コ
の
字
型
の
横
穴
が
あ
る
。
中
に
三
十
三

体
の
観
音
石
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
天

明
四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
五
年
に
か
け

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

江
戸
時
代
後
期
、
全
国
的
な
規
模
で
大

飢
饉
が
起
っ
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の

三
大
飢
饉
の
一
つ
で
、
そ
の
最
大
の
も
の

が
天
明
の
大
飢
饉
で
あ
る
。
八
王
子
も
例

外
で
は
な
く
、
当
時
の
記
録
か
ら
悲
惨
な

状
況
が
う
か
が
え
る
。時
の
住
職
了
弁
（
り

ょ
う
べ
ん
）
は
、
五
穀
豊
穣
と
悪
病
平
癒

を
祈
願
し
、
独
力
で
本
堂
の
裏
に
横
穴
を

掘
っ
た
。
近
郷
近
在
か
ら
浄
財
を
集
め
、

三
十
三
観
音
像
・
毘
沙
門
天
像
な
ど
、
自

ら
石
仏
を
刻
み
安
置
し
た
と
い
う
。 

三
十
三
観
音
像
の
一
体
一
体
に
は
、
寄

進
者
の
名
前
と
居
住
地
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

八
王
子
宿
の
ほ
か
、
上
椚
田
・
散
田
・
小

比
企
・
横
川
・
恩
方
・
打
越
な
ど
の
村
人

が
名
を
連
ね
て
い
る
。
飢
え
や
病
か
ら
の

救
い
を
願
っ
て
寄
進
し
た
も
の
で
、
貴
重

高 楽 寺 

枝垂れ桜 
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な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

観
音
像
の
顔
つ
き
が
穏
や
か
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
了
弁
和
尚
の
平
和
へ
の
祈
り

の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

                    

                       

●
一
反
地
蔵 

 

高
楽
寺
に
は
、
そ
の
昔
行
き
倒
れ
に
な

り
か
け
て
い
た
商
人
を
坊
さ
ま
が
衣
に
包

み
助
け
て
あ
げ
た
と
い
う
。 

 

助
け
ら
れ
た
ら
商
人
は
、
す
っ
か
り
元

気
に
な
り
再
び
高
楽
寺
を
訪
れ
「
い
っ
た

ん
」
命
を
落
と
し
か
け
助
け
て
く
れ
た
礼

と
し
て
、
畑
一
反
を
寄
進
し
た
と
い
う
昔

話
が
今
で
も
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

        

⑫
御
獄
神
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

狭
間
町
一
九
六
〇 

祭
神 

日
本
武
尊 

創
建
年
不
詳 

 

例
大
祭 

八
月
第
三
日
曜 

横穴の石仏群 お薬師様と薬師如来 

左：毘沙門天 中央：弁天 右：不動明王 青面金剛 

一反地蔵 一反地蔵 
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狭
間
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
た

祠
。
昭
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
一
） 

の
火
災
に
よ
り
古
記
録
を
焼
失
し
て
い
る
。

例
大
祭
で
は
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
こ

れ
は
か
つ
て
氷
川
神
社
に
伝
わ
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

北
条
氏
照
か
ら
獅
子
頭
を
賜
っ
た
事
か
ら

は
じ
ま
っ
た
と
い
う
。 

 
              

●
狭
間
の
獅
子
舞 

狭
間
町
の
鈴
木
俊
造
氏
所
有
文
書
に
よ

る
と
、
八
王
子
城
主
北
条
陸
奥
守
氏
照
の

持
っ
て
い
た
獅
子
を
、
横
地
監
物
・
近
藤

出
羽
之
助
の
取
持
ち
に
よ
り
狭
間
村
に
拝

領
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
獅
子
舞
が
始
め
ら

れ
た
と
い
う
。
付
属
芸
能
と
し
て
、「
天
然

理
心
流
」の
棒
術
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。 

以
前
に
は
、
高
尾
町
（
旧
浅
川
町
）
の

氷
川
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治

五
年
行
政
区
域
の
変
更
に
よ
り
、
狭
間
の

御
嶽
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
ま
た
、
獅
子
舞
で
使
わ
れ
る
軍
配
は
昇

り
龍
下
り
龍
の
絵
柄
を
二
本
、
漆
で
塗
り

込
ん
で
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
識

者
が
見
た
と
こ
ろ
、
獅
子
舞
よ
り
古
い
も

の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
昔
、
こ
の
軍
配
を
預
か
っ
て
い
た

家
が
火
事
に
な
り
か
け
た
時
に
、
大
雨
を

降
ら
せ
て
そ
の
火
を
消
し
た
と
い
う
話
が

実
話
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

                        

狭間の獅子舞 軍 配 

御嶽神社 
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◎
参
考
資
料 

・
関
東
綱
五
郎
の
生
涯 

 

大
谷
竹
雄
著 

・
八
王
子
事
典 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
八
王
子
の
歴
史
と
文
化 

・
八
王
子
地
名
考 

 
 
 

鈴
木
樹
造
著 

・
高
乗
寺
由
来
記 

・
高
乗
寺
沿
革
史 

・
図
説
歴
史
散
歩
事
典 

・
八
王
子
発
見
路
地
散
策
案
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
島
善
弥
著 

・
自
然
と
史
跡
の
探
訪
ガ
イ
ド 

 

高
尾
駅
界
隈 

・
浅
川
地
下
壕
の
保
存
を
進
め
る
会 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

仏
教
協
会
青
年
部
著 

・
国
土
地
理
院
蔵 

・
桑
都
民
俗
の
会 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ぺ
ー
ジ 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
八
王
子
市
地
図 

狭間の獅子舞 

狭間獅子 
（八王子市指定無形民俗文化財） 
獅子は背に五色の弊束をさして舞
い、獅子が一 服した時は「魔人」
と書いた軍配で獅子頭を撫でる 
ように扇ぐ所作に独特のものが 
ある。 

メ
モ 
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